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☆ 教員 （大学・高等学校・中学校・小学校等）

☆ 弁護士および会計士
☆ 医師および看護師 （医療従事者等）
「人間力」が求められ、信頼が必要な仕事は"精神的なケア"も必要とされるため、完全機械化は不可能だと

思われます。
看護師等に手を握ってもらうだけで"安心感"が増します。人間としての『温かみ』を感じてもらう仕事というの

は、機械に代用してもらうのはとても難しいことだと思われます。

生き残れる仕事もあれば、消えて無くなってしまう仕事もあったり……。
その一方で、

技術の発展（発達）により"新たに必要とされる仕事"も考えられます。
～どんな仕事が必要になるのか？ 考えてみたいと思います！！～

10年後に新しく必要とされる仕事とは
10年後は『AI時代』と言われ、家庭や企業等の様々な分野に"ロボットが導入"されていることでしょう。
そのロボットは「機械」ですから、様々なトラブルが生じることでしょうし、定期的なメンテナンス等も必要となっ

てきます。不測の事態（トラブル）に駆け付けて対応する人材、メンテナンス等をする人材は勿論、このロボット達
とどう向き合っていくのが正解なのか、その答えを人々に伝えるアドバイザー、さらに便利化させるための開発等
をするクリエイター達の人材確保こそが、新たに必要となってくるでしょう。

★ 輸送管理者
自動運転が現実のものとなった時に、それらを管理する仕事が必要となります。
輸送や配送の効率化（不測のトラブル対応・考えられる問題に対する予防法等分析等）を図る上で、柔軟な

対応ができる人が、新たに必要となることが考えられます。

★ 新たな技術者の育成指導者
新しい分野での次の技術者を育成するための機関および学校等が必要となり、

そこに従事する教員、指導者や管理者等が、新たに必要となることが考えられます。

★ テクノロジーのセラピスト

★ テクノロジーアレルギーのメンタルヘルスケア
めまぐるしい時代の変化について行けずに、困惑してしまう人が増えそうです。そんな救いを求める人達の相

談窓口となる仕事、新しいAI社会に馴染めるように『メンタルケア』をする仕事が、新たに必要となることが考え
られます。

こんな感じで、
私が『セミナー』でインプットしたものを、皆さんにアウトプットしてみましたが……。
我々が従事する「廃棄物処理事業」は、世の中がどれだけ便利になっても『ゴミ』は一生涯なくな

りません。
しかしながら、皆さんも知っての通り「官から民へ」の流れがあり、金沢市でも"５年以内"には現在

行っている『定期収集』が、ほぼ完全に委託されてしまいます。（ウソではなく本当の話！！）
そうした中において、組合執行部のみならず全職員が一丸となって「今ある職場を残す」というこ

とにベクトル（物事・考え方の方向性）を向けて、これからの積極的な行動意欲に繋げて頂ければ幸いに思います。
なお、私（坂下英之）の『独り言Ｃｏｌｕｍｎ〔コラム〕ｈｉｄｅ』は、不定期で発信していきます。（お楽しみに ）

「 信じるか!! 信じないか?? は あなた次第です。」
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◎ コック、調理員
調理、配膳など仕事の大半をロボットが担う『ロボット・レストラン』なるものも中国にあるとのことです。
運営については、EC（電子商取引）大手の京東集団（JDドットコム）が手がけているとのこと。同社は本業以

外にも、ドローンによる配送、自動化された倉庫や無人コンビニなどの"新技術"を活用したビジネスを行ってお
り、まさにコンピュータの発達による自動化（AIロボット化）で人間を必要としない運営をはじめています。

◎ 一般事務（パラリーガルのような専門職の事務職も含む）
自治体業務で言いますと、マイナンバーカードの普及等やコロナの感染拡大による『非対面での手続きのニ

ーズ』が高まっており、2020年８月に加賀市役所では、行政手続きをオンラインで完結させるツールを導入した
と発表しました。
これまで、行政手続きとして一般的だった“対面、書面、押印”に頼らず、自治体職員がオンライン上で作成し

た給付金や補助金などの申請フォームに、市民がスマートフォンやPCからアクセスして手続きを行えるようにな
りました。
ですので、各自治体の市民課等の窓口業務はいずれは「確実に機械化」され、人減らしが加速するでしょう。

◎ ドライバー（バス・トラック・タクシー）

◎ 受付係（会社・ホテル）

◎ 通訳（スカイプなど同時通訳機の発達・翻訳など表現力を必要とするものは別）
答えがあって"早く正解を導き出す"という、創造性を必要としない職業は『仕組み化』しやすく、その「仕組み」

の中にいると、徐々に自動化されていってしまうことが予想されます。

◎ 飲食店等で食事を作って届ける店員

◎ Uberで運転手

◎ 会社員でルートまわり
こういう働き方だと、その人の付加価値が高まらずに「人の交換」が容易になり、やがては『ロボット』と交換さ

れて、機械化されることが予想されます。
逆に「仕組み」の外で、人間力を必要とするものは機械化には向いていないと考えられます。

『10年後に無くなりにくい職業』を
私独自の見解で"予想"をまとめてみました！！

10年後も無くなりにくい職業

☆ 風俗業：エロ関連業
☆ 薬物販売業
☆ タバコおよび酒類取り扱い業
「人体」と「精神」の欲求等に、直接刺激を与える"機械"では代用ができない『快楽』を味わうための産業に

かかわる仕事は、無くなりにくいと考えられます。

☆ 美容整形および歯科矯正 ～それ関連のアドバイザー業～
☆ 洋服のコーディネーター
「美意識」を向上させる欲求を満たすための仕事も、機械化には向いていないと思われます。
たとえ、ＡＩを活用して自動化してできたとしても、『青色が好き・赤色が好き……』という、その人それぞれの個

人的「好み」に関する事は、個性的な部分のことであり、その時の気分によっても変わってしまいます。
AIに洋服を選んでもらうよりも、その人物に対する『個性』への配慮ができる"人間"に選んでもらったほうが

気分も違います。このことからも、個性に配慮が必要な「対人間に関する仕事」には仕組化・自動化されることが
難しいと考えられます。


